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明
治
大
学
に
お
け
る
学
術
出
版
の
歩
み

飯　

澤　

文　

夫

一
　
出
版
活
動
の
揺
籃

　
　
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
～
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年

　

大
学
出
版
の
意
義
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
、
す

な
わ
ち
大
学
の
知
的
資
源
を
広
く
社
会
に
開
放
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。

本
学
が
呱
々
の
声
を
上
げ
た
一
八
八
一
年
頃
は
、
高
等
教
育
機
関
開
放

の
社
会
的
な
要
請
が
高
ま
っ
た
時
期
に
当
た
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
通

信
教
育
を
行
う
学
校
が
多
く
出
て
き
た
。
本
学
の
出
版
活
動
も
そ
う
し

た
動
向
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

本
学
創
立
の
翌
八
二
年
七
月
、
創
立
者
の
一
人
宮
城
浩
蔵
と
後
に
教

頭
と
な
る
井
上
正
一
が
雑
誌
「
法
律
講
義
」
（
知
新
社
）
を
創
刊
し
、

公
衆
に
法
の
思
想
を
伝
播
し
て
、
力
を
社
会
の
改
良
に
添
う
こ
と
を
目

的
に
、
四
年
完
結
を
期
し
て
講
義
を
開
始
し
た
。
本
学
通
信
教
育
の
嚆

矢
で
あ
る
。

　

八
五
年
二
月
、
明
治
法
律
学
校
は
、
教
師
と
校
友
間
に
お
い
て
法
律

学
及
び
経
済
学
を
研
究
し
、
知
識
を
交
換
す
る
た
め
に
論
説
、
講
義
等

を
記
載
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
月
刊
の
法
律
雑
誌
「
明
法
雑
誌
」

（
知
新
社
印
刷
・
発
売
）
を
創
刊
す
る
。
そ
の
後
、
発
売
所
が
明
法

堂
、
明
法
社
と
変
わ
り
、
校
友
会
が
編
集
か
ら
販
売
ま
で
全
て
の
業
務

を
行
う
時
期
を
経
て
、
八
八
年
六
月
に
明
治
法
律
学
校
雑
誌
局
に
移
る
。

雑
誌
局
が
出
版
部
の
前
身
で
あ
っ
た
の
か
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
当
時

の
会
計
帳
簿
に
は
、
同
局
と
学
校
と
の
頻
繁
な
金
銭
の
出
入
り
が
記
録

さ
れ
て
い
る
（
『
創
立
期
か
ら
大
学
昇
格
期
に
至
る
明
治
大
学
財
政
事

情
』　

明
治
大
学
、
二
〇
一
一
）
。

二
　
講
法
会
に
よ
る
講
義
録
の
刊
行

　
　
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
～
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年

　

八
七
年
九
月
、
通
信
教
育
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
学
校
内
に
講
法

会
を
設
置
。
翌
一
〇
月
か
ら
受
講
生
の
受
入
れ
を
開
始
す
る
。
科
目
と

教
員
は
学
則
と
同
じ
で
、
運
営
は
極
め
て
順
調
で
あ
っ
た
。
八
八
年
九

月
ま
で
を
第
一
期
と
し
、
会
員
は
四
六
〇
〇
名
に
及
び
、
講
義
録
も

一
〇
〇
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。

　

講
義
録
は
九
二
年
ま
で
で
一
万
一
三
〇
五
部
に
達
し
、
一
六
〇
頁
程

の
も
の
を
月
三
回
刊
行
し
た
。
内
容
は
、
岸
本
辰
雄
『
仏
国
商
法
講

義
』
、
矢
代
操
『
仏
国
民
法
講
義
』
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
述
・
磯
部
四
郎

訳
『
性
法
（
自
然
法
）
講
義
』
等
の
本
学
の
根
幹
を
な
す
科
目
か
ら
、

乗
竹
孝
太
郎
『
理
財
学
講
義
』
、
有
賀
長
雄
『
日
本
歴
史
講
義
』
、
同

『
論
理
学
講
義
』
な
ど
、
多
様
で
幅
広
い
教
育
を
反
映
し
て
い
る
。

三
　
出
版
部
の
時
代

　
　
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
～
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年　

　

九
七
年
九
月
、
学
校
の
課
程
刷
新
に
よ
り
、
講
法
会
は
、
「
之
を
改
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め
て
、
純
然
た
る
本
校
の
出
版
部
と
為
し
、
講
師
、
校
友
の
著
作
及
講

義
録
等
を
出
版
し
、
実
費
を
以
て
校
友
学
生
及
校
外
生
に
頒
つ
こ
と
ゝ

為
せ
り
」
（
田
能
邨
梅
士
『
明
治
法
律
学
校
二
十
年
史
』　

明
治
法
律

学
校
出
版
部
講
法
会
、
一
九
〇
一
）
と
し
て
、
明
治
法
律
学
校
出
版
部

講
法
会
に
改
め
ら
れ
た
。
記
念
す
べ
き
出
版
部
の
設
置
で
あ
る
。

　

初
期
の
刊
行
物
に
は
、
岸
本
辰
雄
『
法
学
通
論
』
（
一
八
九
八
）
、

勝
本
勘
三
郎
『
刑
法
析
義
』
（
一
八
九
九
）
、
鵜
澤
総
明
『
法
律
哲
学

講
義
』
（
同
）
な
ど
が
あ
る
。
い
づ
れ
も
有
斐
閣
書
店
を
発
売
所
と
し

た
。
『
法
学
通
論
』
は
改
訂
増
補
さ
れ
、
明
治
末
ま
で
に
二
〇
数
版
を

重
ね
た
。

　

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
八
月
、
専
門
学
校
令
よ
り
明
治
大
学
に

改
称
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
明
治
大
学
出
版
部
と
な
る
。
こ
の
頃
の
事

務
職
員
数
は
、
岸
本
校
長
も
含
め
三
八
名
で
あ
っ
た
が
、
出
版
部
は
そ

の
う
ち
一
一
名
を
擁
す
る
大
所
帯
で
、
建
物
一
棟
を
有
し
、
財
務
の
責

任
者
で
あ
る
竹
村
頼
堅
会
計
主
事
が
、
出
版
部
主
事
を
兼
務
し
た
。

　

二
一
（
大
正
一
〇
）
年
頃
、
資
本
主
義
の
発
展
な
ど
に
よ
り
高
等
教

育
機
関
が
拡
充
さ
れ
る
中
で
、
通
信
教
育
の
社
会
的
使
命
は
相
対
的
に

低
下
し
、
本
学
も
廃
止
す
る
。
講
義
録
の
刊
行
は
中
止
さ
れ
、
通
学
生

向
け
の
教
科
書
と
教
員
著
作
の
出
版
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
後
の
組
織
変
更
は
複
雑
で
資
料
も
少
な
い
が
、
概
ね
次
の
よ
う
な

軌
跡
を
た
ど
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
頃
、
株
式
会
社
化
、
四
七
年
頃
、
大
学
の
外

郭
団
体
と
な
り
、
四
九
年
四
月
、
大
学
組
織
に
復
帰
。
五
二
年
、
出
版

部
を
廃
し
、
収
益
事
業
と
し
て
書
籍
・
文
具
等
の
販
売
店
を
経
営
す
る

事
業
課
に
業
務
移
管
。
六
一
年
、
事
業
課
を
廃
止
し
、
消
費
生
活
協
同

組
合
に
移
管
。
生
協
は
以
後
七
四
年
ま
で
に
、
教
科
書
な
ど
教
員
著
作

一
○
点
余
を
刊
行
し
た
。

　

出
版
部
廃
止
の
五
二
年
に
は
長
井
善
蔵
出
版
部
長
が
専
務
理
事
に

「
出
版
部
拡
張
計
画
」
、
事
業
課
廃
止
の
六
一
年
に
は
森
本
博
事
業
課

長
が
理
事
長
に
「
出
版
部
存
続
に
つ
い
て
（
意
見
書
）
」
を
提
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
、
経
営
的
観
点
に
注
意
を
払
い
つ
つ
も
、
学
術
研
究
の
成
果

を
発
表
し
て
教
養
文
化
を
向
上
さ
せ
、
大
学
の
名
声
を
高
め
る
た
め
に

出
版
部
を
残
置
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

出
版
部
最
後
の
刊
行
物
は
六
一
年
の
、
松
岡
熊
三
郎
『
商
法
講
義

案
』
、
杉
町
八
重
充
『
米
国
に
於
け
る
非
行
少
年
の
研
究
』
な
ど
六
点

で
あ
っ
た
。
出
版
部
の
総
刊
行
点
数
は
、
明
大
図
書
館
と
国
立
国
会
図

書
館
の
所
蔵
状
況
か
ら
、
講
義
録
を
含
め
五
〇
〇
点
前
後
と
推
定
さ
れ

る
。

四
　
出
版
部
門
空
白
の
時
代

　
　
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
～
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年

　

こ
の
時
代
の
学
術
出
版
活
動
を
担
っ
た
の
は
、
現
在
も
続
く
社
会
科

学
、
人
文
科
学
、
科
学
技
術
各
研
究
所
の
出
版
助
成
に
よ
っ
て
外
部
出

版
社
に
刊
行
を
委
託
す
る
研
究
所
叢
書
で
あ
る
。
研
究
成
果
を
学
術
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
、
学
術
的
水
準
が
高
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
研
究
分
野
や
研
究
歴
等
の
関
係
で
出
版
の
機
会
を
得
に
く
い
業
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績
に
出
版
の
機
会
を
与
え
て
き
た
。

　

社
会
科
学
研
究
所
叢
書
は
、
七
六
年
の
中
村
雄
二
郎
・
木
村
礎
編

『
村
落
・
報
徳
・
地
主
制
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
か
ら
現
在
ま
で

一
二
九
点
。
人
文
科
学
研
究
所
叢
書
は
、
八
三
年
の
萩
原
龍
夫
『
巫
女

と
仏
教
史
』
（
吉
川
弘
文
館
）
か
ら
六
一
点
。
科
学
技
術
研
究
所
叢
書

は
、
九
九
年
の
藤
沢
和
ほ
か
『
景
観
環
境
論
』
（
地
球
社
）
か
ら
三
点
。

三
研
究
所
合
計
で
一
九
三
点
を
数
え
る
。
専
門
の
学
会
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
斯
界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
成
果
も
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
五
年
に
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
創
刊
さ
れ
た
リ

バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
も
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
『
「
ス
モ
ー
ル
イ
ズ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
に
学
ぶ
』
か
ら
現
在

ま
で
一
六
点
に
及
び
、
啓
蒙
・
教
養
書
出
版
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

五
　
再
建
へ
の
道
の
り

　

各
方
面
か
ら
の
出
版
部
復
活
の
要
望
は
根
強
く
、
一
九
八
〇
年
頃
か

ら
「
明
治
大
学
広
報
」
論
壇
な
ど
に
そ
の
主
張
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
が
通
信
教
育
課
程
開
設
の
検
討
の
中
な
ど

に
お
い
て
も
出
版
部
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

九
八
（
平
成
一
〇
）
年
三
月
、
後
藤
総
一
郎
図
書
館
長
（
後
に
理

事
）
か
ら
戸
沢
充
則
学
長
に
「
出
版
部
再
建
に
関
す
る
意
見
書
」
が
提

出
さ
れ
た
。
学
長
室
、
研
究
所
、
博
物
館
、
企
画
室
、
広
報
部
ら
全
学

的
規
模
で
の
検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
大
学
の
機
能
、
社

会
的
役
割
と
い
っ
た
大
学
の
存
在
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い
る
時
代
に

お
い
て
、
知
的
生
産
物
の
発
信
は
個
性
的
な
大
学
づ
く
り
の
重
要
な
フ

ァ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
社
会
や
文
化
に
対
す
る
直
接
的
な
貢
献
で
あ
る
と

謳
わ
れ
た
。
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
開
設
な
ど
、
学
長
の
掲
げ
る
大
学

開
放
の
理
念
も
あ
っ
て
気
運
は
高
ま
り
、
理
事
会
に
お
い
て
も
検
討
さ

れ
た
が
、
後
藤
理
事
の
死
去
や
経
営
的
な
課
題
な
ど
か
ら
、
再
建
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　

二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
七
月
、
納
谷　

美
学
長
の
下
に
「
明
治

大
学
出
版
会
設
立
検
討
Ｗ
Ｇ
」
（
座
長
・
吉
田
悦
志
二
部
教
務
部
長
）

が
設
置
さ
れ
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
方
式
の
出
版
会
設
置
が
提
言
さ
れ

た
。

　

〇
九
年
三
月
、
Ｗ
Ｇ
の
提
言
を
受
け
て
、
学
長
の
下
に
「
明
治
大
学

出
版
会
（
仮
称
）
設
立
準
備
委
員
会
」
（
委
員
長
・
坂
本
恒
夫
副
学

長
）
を
設
置
。
一
〇
年
二
月
、
本
学
が
創
生
し
た
学
術
研
究
成
果
を
良

質
な
出
版
物
に
よ
っ
て
公
開
す
る
こ
と
で
大
学
の
社
会
的
使
命
を
果
た

し
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
テ
ー
タ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
た

出
版
会
設
立
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　

一
一
年
一
二
月
、
学
部
長
会
審
議
を
経
て
、
理
事
会
で
「
明
治
大
学

出
版
会
」
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。
本
学
創
立
一
三
〇
周
年
の
記
念
す
べ

き
年
に
、
更
な
る
未
来
に
向
け
て
、
出
版
活
動
を
通
し
て
大
学
機
能
を

よ
り
一
層
発
揮
し
て
い
こ
う
と
の
力
強
い
意
志
表
明
で
あ
る
。

（
資
料
調
査
協
力　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
村
松
玄
太
氏
）


